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冬休みが終わり、本格的な寒さに突入しています。インフルエンザも大流行です。まずは予防を心

掛けましょう！インフルエンザに感染したかなと思ったら、すぐに病院に行って診察を受ける。抗

インフルエンザ薬が効果を発揮するのは、スピード（発症後 48 時間以内）が勝負です。また、イ

ンフルエンザは出席停止、学校に必ず連絡を！！！ 

 風邪・インフルエンザについて   

 

①  冬に流行るのは何故？  
 

 風邪・インフルエンザの原因のほとんどは  

ウイルスによるもので、約 200 種類ものウイルスがあるとされています。ウイル

スが好きな環境が「乾燥」冬の乾燥はウイルスの力を活発にすると同時に、鼻や喉

の粘膜機能を低下させ、風邪に罹り易くなります。また冬は部屋を閉め切ることが

多く室内に多くのウイルスが浮遊した状態になりがちです。  
 

②  咳が出るのは何故？  
 

 ウイルスが喉に感染すると炎症を起こし、脳の咳中枢が刺激を受

けて咳が出ます。炎症が進むと、ウイルスと戦った白血球の死骸

などが、粘液と混じって体内から排除しようとするのが、痰を伴

う咳です。  
 

③  熱が出るのは何故？  
 

ウイルスに感染するとそれを察知した体は、体温を上げようとしま

す。体温を上げてウイルスの活動を押さえ、免疫機能が活発になり

ます。発熱は免疫を高めるリンパ球を増やし、ウイルスが増えない

ように抑えている防御反応です。感染初期に薬で熱を下げてしまう

と、身体がウイルスを退治しきれずにかえって長引くことがありま

す。解熱剤を飲むのは、最小限にする。熱が出たからといってすぐ

に解熱剤を使うのも避けたいもの。  
 

④  風邪・インフルエンザ予防するには、やっぱりこれ  
 

¾  うがい・手洗い→ウイルスを落とす為には手洗い 30 秒は必要です  

¾  適度な湿度  →70%前後に保つとウイルスの活動が弱まり感染力  

   が低下する  

¾  定期的な換気→長時間換気しない部屋には、多くのウイルスが浮遊しています  

¾  咳エチケット→人にうつさない、心配りのマスク着用  
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